
(57)【要約】

【課題】　ソリッドあるいは積層構造の木製品と同様な

寸法の木材のほぼ半分以下の木材の使用で、いかなる寸

法および形状にも製造し得る製品を提供する。

【解決手段】　本体部分２２を有するリボンと、全体に

正弦波形に複数の頂点Ｐｎ および底点Ｔｎ を形成する両

端２４，２６とを備える装飾用あるいは構造用の要素。

本体部分には、２つの主面３０，３２と２つの副面であ

る横側面３４ａ、３４ｂが形成され、これにより、リボ

ン２０は長手方向軸線２８を有する。正弦波形は、その

振幅および波長λを一様とし、あるいは変化させるとが

でき、種々に組み合わせることができる。さらに、リボ

ンは、全体に凸状または凹状に形成することができ、同

様に、凸状と凹状あるいは凹状と凸状の複合形態とする

ことができる。フランジを主面または横側面に固定し、

これにより前記要素の構造的信頼性が高められる。さら

に、前記リボンに少なくとも一つのフランジを設けある

いはこれを設けることなく、長手方向へねじれを加える

ことできる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ の 端 と 第 ２ の 端 と の 間 に 長 さ （ L） を 有 す る 本 体 部 分 を 備 え 、 こ れ に よ り 長 手 方 向
軸 線 、 幅 （ W） お よ び 厚 さ （ D） が 決 ま る 単 位 リ ボ ン と 、
　 第 １ お よ び 第 ２ の 主 面 と 、 前 記 幅 （ W） に ほ ぼ 等 し い 幅 お よ び 前 記 長 さ （ L） に ほ ぼ 等 し
い 長 さ を 有 す る 第 １ お よ び 第 ２ の 横 側 面 と 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 端 間 に あ っ て 全 体 的 に 正 弦 波 形 を 形 成 す る 複 数 の 頂 点 （ P n ） お よ
び 底 点 （ T n ） と を 含 む 装 飾 用 ま た は 構 造 用 の 要 素 。
【 請 求 項 ２ 】
　 振 幅 お よ び 波 長 「 λ 」 は 、 前 記 リ ボ ン の 前 記 第 １ の 端 か ら 前 記 第 ２ の 端 へ ほ ぼ 不 変 で あ
る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 要 素 。
【 請 求 項 ３ 】
　 各 頂 点 P n に 接 す る 接 線 は 凸 形 、 凹 形 、 波 状 形 あ る い は 線 形 の 一 つ を 描 く 、 請 求 項 １ に 記
載 の 要 素 。
【 請 求 項 ４ 】
　 各 底 点 T n に 接 す る 接 線 は 凸 形 、 凹 形 、 波 状 形 あ る い は 線 形 の 一 つ を 描 く 、 請 求 項 １ に 記
載 の 要 素 。
【 請 求 項 ５ 】
　 各 頂 点 P n に 接 す る 接 線 は 凸 形 、 凹 形 、 波 状 形 あ る い は 線 形 の 一 つ を 描 き 、 ま た 各 底 点 T n
に 接 す る 接 線 は 凸 形 、 凹 形 、 波 状 形 あ る い は 線 形 の 一 つ を 描 く 、 請 求 項 １ に 記 載 の 要 素 。
【 請 求 項 ６ 】
　 振 幅 ほ ぼ 不 変 で あ る が 、 波 長 「 λ 」 は 前 記 第 １ の 端 か ら 前 記 第 ２ の 端 へ 変 化 す る 、 請 求
項 １ に 記 載 の 要 素 。
【 請 求 項 ７ 】
　 波 長 は ほ ぼ 不 変 で あ る が 、 振 幅 は 前 記 第 １ の 端 か ら 第 ２ の 端 へ 変 化 す る 、 請 求 項 １ に 記
載 の 要 素 。
【 請 求 項 ８ 】
　 各 頂 点 P n に 接 す る 接 線 は 凸 形 を 描 き 、 ま た 各 底 点 T n に 接 す る 接 線 は 凹 形 を 描 く 、 請 求 項
１ に 記 載 の 要 素 。
【 請 求 項 ９ 】
　 波 長 「 λ 」 お よ び 振 幅 の 一 方 が ほ ぼ 不 変 で あ る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 要 素 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 複 数 の 頂 点 ま た は 底 点 を 分 け る 複 数 の 線 は 互 い に ね じ れ の 関 係 に あ る 、 請 求 項 ８ に 記 載
の 要 素 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 各 頂 点 P n に 接 す る 接 線 は 凸 形 ま た は 凹 形 の 一 つ を 描 き 、 ま た 各 底 点 T n に 接 す る 接 線 は 線
形 を 描 く 、 請 求 項 １ に 記 載 の 要 素 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 波 長 「 λ 」 は ほ ぼ 不 変 で あ る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 要 素 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 １ の リ ボ ン に 近 接 す る ほ ぼ 正 弦 波 形 の 第 ２ の リ ボ ン を 含 み 、 オ フ セ ッ ト の 積 み 重
ね を 形 成 す べ く 前 記 第 ２ の リ ボ ン の 少 な く と も 一 部 の 底 点 は 前 記 第 １ の リ ボ ン の 少 な く と
も 一 部 の 頂 点 に 接 し て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 要 素 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 頂 点 と 底 点 と が 互 い に 接 す る 一 対 の 接 触 点 間 に 、 両 者 間 で の 相 対 運 動 を 防 止 す べ く 、 少
な く と も 一 つ の 確 実 な 連 結 部 を 含 む 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 要 素 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 第 １ の リ ボ ン に 関 し て オ フ セ ッ ト の 積 み 重 ね を 生 成 す べ く 配 列 さ れ た 複 数 の ほ ぼ 正 弦 波
形 の リ ボ ン を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 要 素 。
【 請 求 項 １ ６ 】
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　 前 記 第 １ の リ ボ ン に 付 着 さ れ た ほ ぼ 正 弦 波 形 の 第 ２ の リ ボ ン を 含 み 、 整 合 し た 積 み 重 ね
を 形 成 す べ く 前 記 第 ２ の リ ボ ン の 少 な く と も 一 部 の 底 点 は 、 前 記 第 １ の リ ボ ン の 少 な く と
も 一 部 の 底 点 に 接 し て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 要 素 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 ２ の リ ボ ン に 近 接 す る 前 記 第 １ の リ ボ ン の 少 な く と も 一 部 の リ ボ ン 表 面 は 、 積 層
構 造 を 生 成 す べ く 前 記 １ の リ ボ ン に 近 接 す る 前 記 第 ２ の リ ボ ン の リ ボ ン 表 面 の 一 部 に 固 定
さ れ て い る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 要 素 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 １ の リ ボ ン に 関 し て 整 合 し た 積 み 重 ね を 生 成 す べ く 複 数 の 全 体 に 正 弦 波 形 の リ ボ
ン を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 要 素 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 第 １ の 端 は 前 記 第 ２ の 端 に 接 し て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 要 素 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 全 体 に 正 弦 の 波 形 に 、 非 正 弦 波 形 部 分 が 割 り 込 ん で い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 要 素 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 装 飾 用 ま た は 構 造 用 の 要 素 で あ っ て 、
　 第 １ の 端 と 第 ２ の 端 と の 間 に 長 さ （ L） を 有 す る 本 体 部 分 を 備 え 、 こ れ に よ り 長 手 方 向
軸 線 、 幅 （ W） お よ び 厚 さ （ D） が 決 ま る 単 位 リ ボ ン と 、
　 第 １ お よ び 第 ２ の 主 面 と 、 前 記 幅 （ W） に ほ ぼ 等 し い 幅 お よ び 前 記 長 さ （ L） に ほ ぼ 等 し
い 長 さ を 有 す る 第 １ お よ び 第 ２ の 横 側 面 と 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 端 間 に あ っ て 全 体 的 に 正 弦 波 波 形 を 形 成 す る 複 数 の 頂 点 （ P n ） お
よ び 底 点 （ T n ） と 、
　 前 記 要 素 に 固 定 的 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 複 数 の 頂 点 の 少 な く と も い く つ か 、 前 記 底 点 の
少 な く と も い く つ か 、 ま た は 前 記 横 側 面 の 少 な く と も 一 方 に 接 す る 第 １ の フ ラ ン ジ と を 含
む 、 装 飾 用 ま た は 構 造 用 の 要 素 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 振 幅 お よ び 波 長 「 λ 」 は 前 記 リ ボ ン の 前 記 第 １ の 端 か ら 前 記 第 ２ の 端 へ ほ ぼ 不 変 で あ る
、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 要 素 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 第 １ の フ ラ ン ジ は 、 前 記 頂 点 P n の い く つ か に 接 し 、 凸 形 、 凹 形 、 波 状 形 あ る い は 線
形 の 一 つ を 描 く 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 要 素 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 第 １ の フ ラ ン ジ は 、 前 記 底 点 T n の い く つ か に 接 し 、 凸 形 、 凹 形 、 波 状 形 あ る い は 線
形 の 一 つ を 描 く 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 要 素 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 第 １ の フ ラ ン ジ は 前 記 頂 点 P n の い く つ か に 接 し 、 凸 形 、 凹 形 、 波 状 形 あ る い は 線 形
の 一 つ を 描 き 、 ま た 前 記 第 １ の フ ラ ン ジ は 前 記 底 点 T n の い く つ か に 接 し 、 凸 形 、 凹 形 、 波
状 形 あ る い は 線 形 の 一 つ を 描 く 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 要 素 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 振 幅 は ほ ぼ 不 変 で あ る が 、 波 長 「 λ 」 は 前 記 第 １ の 端 か ら 前 記 第 ２ の 端 へ 変 化 す る 、 請
求 項 ２ １ に 記 載 の 要 素 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 波 長 「 λ 」 は ほ ぼ 不 変 で あ る が 、 振 幅 は 前 記 第 １ の 端 か ら 第 ２ の 端 へ 変 化 す る 、 請 求 項
２ １ に 記 載 の 要 素 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 第 １ の リ ボ ン に 近 接 す る ほ ぼ 正 弦 波 形 の 第 ２ の リ ボ ン を 含 み 、 オ フ セ ッ ト の 積 み 重
ね を 形 成 す べ く 前 記 第 ２ の リ ボ ン の 少 な く と も 一 部 の 底 点 は 前 記 第 １ の リ ボ ン の 少 な く と
も 一 部 の 頂 点 に 接 し て い る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 要 素 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 第 １ の リ ボ ン に 取 付 け ら れ た ほ ぼ 正 弦 波 形 の 第 ２ の リ ボ ン を 含 み 、 整 合 し た 積 み 重
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ね を 形 成 す べ く 前 記 第 ２ の リ ボ ン の 少 な く と も 一 部 の 底 点 は 、 前 記 第 １ の リ ボ ン の 少 な く
と も 一 部 の 底 点 に 接 し て い る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 要 素 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 第 １ の 端 は 前 記 第 ２ の 端 に 接 し て い る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 要 素 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 第 １ の 端 と 第 ２ の 端 と の 間 に 長 さ （ L） を 有 す る 本 体 部 分 を 備 え 、 こ れ に よ り 長 手 方 向
軸 、 幅 （ W） お よ び 厚 さ （ D） が 決 ま る 単 位 リ ボ ン と 、
　 第 １ お よ び 第 ２ の 主 面 と 、 前 記 幅 （ W） に ほ ぼ 等 し い 幅 お よ び 前 記 長 さ （ L） に ほ ぼ 等 し
い 長 さ を 有 す る 第 １ お よ び 第 ２ の 横 側 面 と 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 端 間 に あ っ て 全 体 的 に 正 弦 波 波 形 を 形 成 す る 複 数 の 頂 点 （ P n ） お
よ び 底 点 （ T n ） と を 含 み 、
　 前 記 リ ボ ン は 前 記 第 １ の 端 と 前 記 第 ２ の 端 と の 間 に 少 な く と も 一 つ の 長 手 方 向 に 沿 っ て
の ね じ れ を も つ 、 装 飾 用 ま た は 構 造 用 の 要 素 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 隣 り 合 う ２ つ の 頂 点 間 に 、 少 な く と も 一 つ の 長 手 方 向 の ね じ れ が 存 在 す る 、 請 求 項 ３ １
に 記 載 の 要 素 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 第 １ の 頂 点 と 隣 り 合 う 底 点 と の 間 に 、 少 な く と も 一 つ の 長 手 方 向 の ね じ れ が 存 在 す る 、
請 求 項 ３ １ に 記 載 の 要 素 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 長 手 方 向 の ね じ れ は １ ８ ０ ° の 整 数 倍 で あ る 、 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 要 素 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 構 造 お よ び 非 構 造 の 適 用 に 向 け ら れ 、 波 状 の 硬 質 リ ボ ン の 構 成 お よ び そ の 形
成 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 露 出 す る 建 築 ア ー チ 、 柱 お よ び 梁 に は 、 構 造 的 な 信 頼 性 と 共 に 、 視 覚 的 な 魅 力 が 要 求 さ
れ る 。 そ れ ら は 巨 大 な 直 径 の 、 堅 い 老 木 か ら 切 り 出 さ れ る か 、 あ る い は 寸 法 の 小 さ な 木 材
を 積 層 し て こ れ ら を 一 体 に 接 着 し て 製 造 さ れ る 。 こ れ ら の 製 品 の あ る も の は 、 外 観 を 改 善
す る た め に 化 粧 張 り を 施 さ れ る 。 視 界 か ら 遮 ら れ る 構 造 要 素 は 、 視 覚 的 な 外 観 を 懸 念 す る
こ と な く 設 計 で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ア ー チ の た め の 木 工 製 品 の 場 合 の よ う に 、 木 材 を 曲 線 構 造 に 形 作 る 必 要 が あ る と き 、 多
量 の 材 木 資 源 の 浪 費 を 伴 っ て 、 固 体 （ ソ リ ッ ド ） 木 材 か ら 機 械 加 工 に よ り 作 ら れ る 。 こ れ
に 代 え て 、 鋸 歯 の 引 目 や 斧 の 切 り 口 か ら 素 材 に 多 量 の 目 減 り を 与 え て 形 成 さ れ る 帯 状 の 薄
い 材 木 片 を 積 層 し て 形 成 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 従 来 技 術 の 欠 点 は 、 完 成 品 の 重
量 増 加 、 材 木 資 源 の 効 率 の 悪 い 利 用 を 招 き 、 美 的 刺 激 の 少 な い も の が 多 か っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し た が っ て 、 視 覚 的 に 興 味 を 引 き 、 軽 量 で あ り 、 小 寸 法 の 木 材 か ら 構 成 す る こ と が で き
、 ソ リ ッ ド あ る い は 積 層 構 造 の 木 製 品 と 同 様 な 寸 法 の 木 材 の ほ ぼ 半 分 以 下 の 木 材 の 使 用 で
、 い か な る 寸 法 お よ び 形 状 に 製 造 し 得 る 柱 、 支 柱 、 ア ー チ 、 梁 の 形 式 の 製 品 の 必 要 性 が 存
在 し て い た 。 そ の 製 品 は 、 ま た １ 次 元 以 上 の 次 元 で 曲 げ る こ と が で き る も の で あ る 。 さ ら
に 、 木 骨 作 り の 構 造 、 階 段 、 手 す り 、 家 具 お よ び ボ ー ト の よ う な 応 用 品 の 直 線 あ る い は 曲
線 要 素 と し て 、 強 い 視 覚 衝 撃 を 与 え る べ く 、 木 材 、 鋼 、 複 合 材 料 お よ び そ の 他 の 材 料 の 規
格 品 と の 置 き 換 え の 必 要 性 が 存 在 し て い た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 は 、 断 面 あ る い は 全 体 が ほ ぼ 正 弦 波 形 の 少 な く と も 一 つ の 硬 質 リ ボ ン を
有 す る こ と を 特 徴 と す る 。 各 リ ボ ン は 、 第 １ の 端 お よ び 第 ２ の 端 （ こ れ に よ り 長 手 方 向 軸
が 決 ま り ） を 有 す る 本 体 部 分 と 、 第 １ お よ び 第 ２ の 主 面 と 、 ２ つ の 横 側 面 と を 備 え る 。 前
記 リ ボ ン の 性 質 は 単 純 な も の か ら 複 雑 な も の ま で 変 え る こ と が で き 、 従 来 の も の を 本 発 明
に 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 当 業 者 に と っ て は 、 従 来 の 正 弦 波 形 の 称 呼 が 基 準 系 に 応 じ て 任 意 に 選 択 す る こ と が で き
る こ と は 明 ら か で あ り 、 例 を 挙 げ れ ば 、 波 形 の 頂 点 は 、 基 準 系 に よ っ て 反 転 し 、 ま た そ の
逆 も 同 様 で あ る 。 し た が っ て 、 本 発 明 お よ び そ の 実 施 例 の 記 載 に 当 た っ て 、 従 来 の 称 呼 に
関 す る 固 有 の 基 準 系 で の 論 点 で あ る こ と を 考 慮 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ こ に 開 示 し た 各 実 施 例 は 、 複 数 の 凸 部 す な わ ち 頂 点  (P n ) を 含 む 。 凹 部 す な わ ち 底 点
 (T n ) が 各 頂 点 を 相 互 に 分 け る 。 し た が っ て 、 各 頂 点 は ２ つ の 近 接 す る 底 点 を 伴 い 、 ま た
各 底 点 は ２ つ の 近 接 す る 頂 点 を 伴 う 。 添 え 字 「 ｎ 」 は 、 任 意 の 始 点 に 関 す る 前 記 頂 点 あ る
い は 底 点 の 特 定 の 位 置 お よ び 番 号 を 指 し 、 文 脈 に よ っ て は 全 て の 位 置 を 総 括 的 に 示 す 。 正
弦 波 形 の 記 載 を 用 い る 場 合 、 前 記 波 形 の 一 端 か ら 開 始 す る と き 、 そ の 表 記 は 、 次 の と お り
で あ る 。 P１ 、 T１ 、 P２ 、 T２ 、 P３ 、 T３ 、 P４  … 。 こ の 数 列 は 、 ま た 次 の よ う に 定 義 す る
こ と が で き る 。 Pｎ 、 Tｎ 、 Pｎ ＋ １ 、 Tｎ ＋ １ 、 Pｎ ＋ ２ 、 Tｎ ＋ ２ 、 Pｎ ＋ ３  … 。 こ こ で 、
「 ｎ 」 は 、 任 意 の 整 数 （ こ の 場 合 は 「 １ 」 ） で あ る 。 波 長 「 λ 」 は 任 意 の 隣 り 合 う ２ つ の
頂 点 間 あ る い は ２ つ の 底 点 間 の 距 離 で あ る 。 波 形 部 分 の 振 幅 は 、 一 般 的 に 、 あ る 頂 点 あ る
い は 底 点 の い ず れ か の 点 か ら 標 準 レ ベ ル す な わ ち 平 衡 レ ベ ル 迄 の 距 離 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 一 組 の 実 施 例 で は 、 単 純 な 正 弦 波 形 部 分 を 有 す る リ ボ ン が 開 示 さ れ て い る が 、 こ の 波 形
の 振 幅 お よ び 波 長 の 両 者 を 前 記 リ ボ ン の 長 さ 方 向 へ そ の 全 体 に わ た っ て 変 化 さ せ る こ と が
で き る 。 さ ら に 、 一 部 あ る い は 全 て の 頂 点 に 接 す る 仮 想 線 を ほ ぼ 凸 形 、 凹 形 、 波 状 形 あ る
い は 線 形 と す る こ と が で き る 。 同 様 に 、 一 部 あ る い は 全 て の 底 点 に 接 す る 仮 想 線 を ほ ぼ 凸
形 、 凹 形 、 波 状 形 あ る い は 線 形 と す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 前 記 し た よ う に 、 前 記 リ ボ
ン に 少 な く と も １ つ の フ ラ ン ジ 要 素 を 組 み 込 む こ と が で き 、 該 フ ラ ン ジ 要 素 は 複 数 の 前 記
頂 点 の う ち の 一 つ に 結 合 す る こ と が で き る 。 構 造 的 な 応 用 で は 、 少 な く と も 一 つ の 前 記 フ
ラ ン ジ 要 素 の 有 無 に 拘 わ ら ず （ 以 下 に 説 明 す る よ う に 、 少 な く と も 一 つ の 前 記 フ ラ ン ジ 要
素 を 設 け る こ と に よ り 、 多 く の 利 点 が も た ら さ れ る が ） 、 圧 縮 負 荷 を 前 記 主 面 あ る い は 前
記 横 側 面 に 向 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 他 の 一 組 の 実 施 例 で は 、 前 記 リ ボ ン は 、 該 リ ボ ン の 両 端 間 、 好 ま し く は 頂 点 Pｎ お よ び
底 点 Tｎ 間 で 、 長 手 方 向 軸 線 に 沿 っ て 少 な く と も １ ８ ０ ° の ね じ れ を 含 む 。 さ ら に 、 こ の
組 の 他 の 実 施 例 は 、 長 手 方 向 軸 線 に 沿 っ て １ ８ ０ ° の 整 数 倍 、 す な わ ち ３ ６ ０ ° 、 ５ ４ ０
° 、 ２ ７ ０ ° … の ね じ れ を 含 む 。 そ の よ う な 全 て の 実 施 例 に お い て 、 前 記 し た 変 更 が 適 用
可 能 で あ る 。 ま た 、 こ の 他 の 組 の 実 施 例 で は 、 前 記 リ ボ ン は 、 所 定 の い か な る 点 の 断 面 で
も 正 弦 波 形 を 示 す と い う こ と は な い が 、 全 体 的 に 正 弦 波 形 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 し た ２ つ の 組 を さ ら に 結 合 し た 実 施 例 、 す な わ ち 、 さ ら に 付 加 的 な 実 施 例 は 、 前 記
２ つ の 組 の 異 種 の 混 合 で あ る 。 し た が っ て 、 全 体 の 波 状 の 形 態 の 一 部 を 第 １ の 組 の 実 施 例
と し 、 波 状 形 態 の 他 の 部 分 を 第 ２ の 組 の 実 施 例 と す る こ と が で き る 。 付 加 的 な 実 施 例 は 、
前 記 横 側 面 が 平 面 で は な く 、 ま た は 前 記 リ ボ ン の 長 手 方 向 軸 線 が 線 形 で は な く 、 す な わ ち
曲 線 で あ り 、 複 数 の リ ボ ン が 積 層 状 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の 前 記 し た 特 徴 お よ び 他 の 特 徴 は 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て の 以 下 の 詳 細 な 説 明 の 記
載 か ら 理 解 で き る で あ ろ う 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 の 記 載 は 、 当 業 者 が 本 発 明 の 実 施 お よ び 利 用 を 可 能 と す る よ う に 開 示 さ れ て い る 。
好 ま し い 実 施 例 へ の 種 々 の 変 更 は 、 当 業 者 に と っ て 明 ら か で あ り 、 こ こ に 記 載 の 全 体 的 な
原 理 は 、 本 書 に 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 に 規 定 さ れ て い る 本 発 明 の 精 神 お よ び 範 囲 か ら 逸 脱
す る こ と な く 、 他 の 実 施 例 に 適 用 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 図 示 の 実 施
例 に 限 定 さ れ る こ と は な く 、 こ こ に 開 示 し た 原 理 お よ び 特 徴 の 範 囲 に 矛 盾 し な い 最 も 広 い
範 囲 に 存 在 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 同 様 な 部 分 に は 同 様 な 番 号 が 付 さ れ た 図 面 、 特 に 、 図 １ お よ び 図 ２ を 参 照 す る に 、 第 １
の 組 の 実 施 例 が 遠 近 法 で 示 さ れ て い る 。 こ の 組 で 開 示 さ れ た 全 て の 実 施 例 に は 、 リ ボ ン ２
０ が 示 さ れ て い る 。 リ ボ ン ２ ０ は 、 第 １ の 端 ２ ４ お よ び 第 ２ の 端 ２ ６ （ こ れ に よ り 長 手 方
向 軸 線 ２ ８ が 決 ま れ る ） に よ り 境 界 を 与 え ら れ た 本 体 部 分 ２ ２ と 、 第 １ の 主 面 ３ ０ お よ び
第 ２ の 主 面 ３ ２ と 、 横 側 面 ３ ４ ａ お よ び ３ ４ ｂ と を 有 す る 。 図 示 の 例 で は 、 リ ボ ン ２ ０ は
、 頂 点 Ｐ １ － ４ お よ び 底 点 Ｔ １ － ５ を 含 み 、 こ れ ら は ほ ぼ 互 い に 対 称 的 で あ り 、 換 言 す れ
ば リ ボ ン ２ ０ が 反 転 あ る い は 回 転 し て も 実 質 的 に そ の 外 観 が 変 化 し な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 リ ボ ン ２ ０ は 、 好 ま し く は 積 層 木 材 あ る い は 圧 縮 木 材 で 構 成 さ れ 、 該 圧 縮 木 材 は デ ン マ
ー ク の タ ー ス ト ル ッ プ に 在 る ダ ン ク ス 　 テ ク ノ ロ ジ ス ク 　 イ ン ス テ ィ チ ュ ー ト が 所 有 す る
特 許 の 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ 、 こ の 特 許 は 米 国 特 許 第 ５ ， １ ９ ０ ， ０ ８ ８ 号 で 開 示 さ れ 、
参 考 と し て 本 明 細 書 に 組 み 込 ま れ て い る 。 こ の 製 法 で は 、 ２ ０ － ２ ５ ％ の 好 ま し い 含 水 量
を 有 す る 硬 質 木 材 を 加 熱 し 、 柔 ら か く （ 可 塑 化 ） し 、 そ の 結 果 、 長 手 方 向 へ 圧 縮 す る こ と
が で き る 。 加 熱 は 、 蒸 気 あ る い は 無 線 周 波 数 （ Ｒ Ｆ ） を 用 い て 行 わ れ 、 前 記 硬 質 木 材 の 温
度 を 好 ま し く は 約 １ ０ ０ ℃ に 高 め る 。 適 正 な 加 熱 の 後 、 前 記 硬 質 木 材 は 、 約 １ ０ 分 間 、 特
殊 な 横 型 液 圧 プ レ ス で 長 手 方 向 に 約 ２ ０ － ２ ５ ％ 圧 縮 さ れ る 。 こ の 軸 線 圧 縮 の 結 果 、 軸 方
向 の 繊 維 細 胞 壁 が 折 り 畳 ま れ 、 前 記 硬 質 木 材 は 曲 げ ら れ 、 あ る い は そ の 後 の 曲 げ の た め に
、 曲 げ が 保 存 さ れ る 。 一 旦 曲 げ ら れ る と 、 そ の 成 形 木 材 は 、 空 気 乾 燥 、 輻 射 熱 乾 燥 、 対 流
熱 乾 燥 、 Ｒ Ｆ 乾 燥 あ る い は マ イ ク ロ 波 乾 燥 の よ う な 種 々 の 手 段 を 用 い て 曲 げ る こ と が で き
る 。 前 記 木 材 の 曲 げ は 、 人 手 に よ る 曲 げ 、 ク ラ ン プ あ る い は 万 力 を 用 い る 曲 げ 、 水 圧 あ る
い は エ ア シ リ ン ダ を 用 い た プ レ ス 曲 げ 、 例 え ば ロ ー ラ を 用 い た 連 続 曲 げ 、 お よ び 熱 と （ 加
熱 は 必 要 と さ れ る 圧 力 を 低 減 さ せ 乾 燥 を 促 進 さ せ る ） 圧 力 と を 用 い た 曲 げ の よ う な 種 々 の
曲 げ を 用 い て 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 実 施 例 で は 、 圧 縮 木 材 の 厚 板 が 図 示 の リ ボ ン を 形 成 す べ く 曲 げ 形 成 を 受 け て い る 。 こ
れ に 代 え て 、 薄 い 複 数 の 帯 状 の 木 材 を 曲 げ て 積 層 を 形 成 す べ く 接 着 す る こ と が で き る 。 再
び 厚 板 の 前 記 木 材 の 形 付 け に 用 い ら れ た 手 段 が デ ザ イ ン 選 択 に 考 慮 さ れ る 。 要 求 さ れ る す
べ て は 所 望 の 幾 何 的 特 徴 を 含 む 最 終 的 な 構 造 に よ る 。 こ の 実 施 例 で は 、 波 長 「 λ 」 お よ び
正 弦 波 形 曲 線 は 相 対 的 に 変 化 せ ず 、 頂 点 か ら 頂 点 ま で の 距 離 は 前 記 リ ボ ン の 長 手 方 向 の 全
体 に わ た っ て ほ ぼ 一 様 で あ り 、 各 頂 点 を 結 ぶ 接 線 は 各 底 点 を 接 続 す る 接 線 に ほ ぼ 平 行 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 し た よ う に 、 リ ボ ン ２ ０ の 性 質 を 変 更 す る こ と が 可 能 で あ り 、 所 望 に 変 更 す る こ と
が で き る 。 変 更 は 、 図 ３ に 示 す よ う に リ ボ ン ２ ０ の 振 幅 を 変 え る こ と 、 図 ４ に 示 す よ う に
リ ボ ン ２ ０ の 波 長 「 λ 」 を 変 え る こ と 、 図 ６ － １ ０ に 示 す よ う に 上 方 の 頂 点 お よ び 下 方 の
底 点 の 接 線 を 変 え る こ と 、 す な わ ち 頂 点 の 接 線 を 凸 形 ま た は 凹 形 に し 、 底 点 の 接 線 を 凸 形
ま た は 凹 形 に し 、 あ る い は 前 記 ２ つ の 形 状 を 組 み 合 わ せ る こ と 、 お よ び 図 ６ － １ １ お よ び
１ ４ に 示 さ れ て い る よ う に 、 リ ボ ン ２ ０ の 種 々 の 部 分 に フ ラ ン ジ ４ ０ を 付 加 す る こ と が 含
ま れ る 。 熟 練 し た 技 術 者 達 は 、 単 位 リ ボ ン に 、 該 リ ボ ン が 用 い ら れ る 応 用 に 応 じ て 、 こ れ
ら 変 更 の 一 つ 以 上 を 組 み 合 わ せ る こ と が で き る こ と を 理 解 で き る だ ろ う 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 図 ６ － １ １ に 示 さ れ て い る よ う に 頂 点 Ｐ ｎ お よ び 底 点 Ｔ ｎ あ る い は 図 １ ４ に 示 さ れ て い
る よ う に 横 側 面 ３ ４ に 、 そ れ ぞ れ 固 定 的 に 取 り 付 け ら れ た 少 な く と も 一 つ の フ ラ ン ジ を 組
み 込 む こ と は 、 構 造 用 に 、 特 に 有 効 で あ る 。 フ ラ ン ジ ４ ０ ａ お よ び ４ ０ ｂ を 頂 点 Ｐ ｎ お よ
び 底 点 Ｔ ｎ に そ れ ぞ れ 固 定 す る こ と に よ り 、 ト ラ ス と 同 様 な 、 お よ び ／ ま た は Ｉ 型 梁 の よ
う な 構 造 を 構 築 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 頂 点 Ｐ ｎ に 作 用 す る 圧 縮 負 荷 を 低 減 し 、
リ ボ ン ２ ０ の 長 手 方 向 の そ り を 低 減 す る こ と が で き る 。 同 様 に 、 ２ つ の フ ラ ン ジ ４ ０ ｃ お
よ び ４ ０ ｄ を 横 側 面 ３ ４ ａ お よ び ３ ４ ｂ に 固 定 す る こ と に よ り 、 あ る 程 度 の そ り を 抑 制 す
る こ と が で き る 。 ま た 、 当 業 者 は 、 あ る 応 用 に は 一 つ の フ ラ ン ジ で 十 分 で あ り 、 ま た 前 記
リ ボ ン の 全 て の 側 面 に 取 り 付 け て 該 リ ボ ン を 取 り 囲 む こ と に よ り 、 ト ー シ ョ ン ボ ッ ク ス 構
造 を 作 る こ と が で き る こ と が 理 解 で き よ う 。 さ ら に 、 前 記 フ ラ ン ジ は 、 透 明 プ ラ ス チ ッ ク
の よ う な 合 成 樹 脂 材 料 を 含 む 所 望 の 材 料 で 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 リ ボ ン ２ ０ へ の フ ラ ン ジ ４ ０ の 取 付 け は 、 木 ね じ 、 ボ ル ト ナ ッ ト 組 立 体 、 無 頭 釘 、 釘 、
だ ぼ 等 の 機 械 的 な 留 め 具 、 エ ポ キ シ 樹 脂 、 膠 の よ う な 接 着 剤 の 使 用 あ る い は そ れ ら の 組 み
合 わ せ と す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 各 フ ラ ン ジ の リ ボ ン と の 接 触 点 に 凹 所 を 形 成 す る こ
と が で き 、 こ れ に よ り こ れ ら ２ つ の 構 成 要 素 間 の 結 合 強 度 を 高 め る こ と が で き る 。 図 １ ３
に 示 す よ う に 、 凹 所 ４ ２ は 、 少 な く と も 頂 点 Ｐ ｎ の 一 部 を 相 補 的 に 受 け 入 れ る べ く 、 フ ラ
ン ジ ４ ０ に 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 横 方 向 負 荷 す な わ ち 剪 断 に 対 す る 抵 抗 を 増 大 さ
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ ５ は 、 第 ２ の 組 の 実 施 例 を 遠 近 法 で 示 す 。 第 １ の 組 の 実 施 例 と は 異 な り 、 第 ２ の 組
は 、 前 記 リ ボ ン の 短 軸 が 前 記 リ ボ ン に 沿 っ た 全 て の 点 で 平 行 で あ る 必 要 が な い こ と を 示 す
。 こ こ で は 、 リ ボ ン １ ２ ０ は 、 回 転 し て お り 、 す な わ ち そ の 長 手 方 向 軸 線 に そ っ て ね じ れ
て お り 、 全 体 的 に 正 弦 波 形 を 維 持 し て い る 。 リ ボ ン ２ ０ と 同 様 に 、 圧 縮 木 材 あ る い は 積 層
木 材 に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 任 意 の Ｐ ｎ お よ び Ｔ ｎ 間 の 回 転 す な わ ち ね じ れ の 数 は 、 デ ザ イ ン の 選 択 事 項 で あ る が 、
リ ボ ン １ ２ ０ が 構 造 物 の 用 途 に 用 い ら れ る 場 合 、 す べ て の 表 面 に 共 通 な 、 負 荷 に 耐 え る 単
一 平 面 を 有 す る こ と が 望 ま し い 。 例 え ば 、 図 １ ５ に 示 す リ ボ ン １ ２ ０ が 各 頂 部 お よ び 各 底
部 で 平 面 部 分 を 有 し 、 置 換 例 （ 図 示 せ ず ） は 前 記 リ ボ ン の 横 側 面 に 平 面 部 分 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 リ ボ ン １ ２ ０ に 与 え ら れ る 回 転 す な わ ち ね じ れ は 、 規 則 正 し く す る 必 要 が な く （ リ ボ ン
１ ２ ０ の セ グ メ ン ト 毎 の 回 転 す な わ ち ね じ れ 数 は 不 規 則 と す る こ と が で き ） 、 ま た 、 同 じ
方 向 と す る 必 要 は な い （ 一 つ の 波 長 ま た は そ の 一 部 に 、 一 方 向 の 回 転 す な わ ち ね じ れ を 与
え 、 残 部 に 逆 方 向 の 回 転 す な わ ち ね じ れ を 与 え る こ と が で き る ） 。 ほ と ん ど の 場 合 、 フ ラ
ン ジ 要 素 あ る い は 他 の 平 面 部 材 が 用 い ら れ て い れ ば 、 あ る い は 前 記 リ ボ ン が 構 造 的 応 用 に
用 い ら れ て い れ ば 、 前 記 リ ボ ン に 適 正 な 合 わ せ 面 を 維 持 す る こ と が 望 ま れ る 。 こ れ は 、 必
ず し も 必 要 で は な い が 、 前 記 リ ボ ン の 前 記 接 触 面 が す べ て の 図 示 の 例 に 示 さ れ て い る と 同
様 な 平 面 状 で あ る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 し た 全 て の 実 施 例 で は 、 圧 縮 木 材 あ る い は 積 層 木 材 が 用 い ら れ て い る 。 し か し な が
ら 、 当 業 者 に と っ て は 、 前 記 リ ボ ン お よ び フ ラ ン ジ の 構 成 の た め に 置 換 材 料 を 用 い る こ と
が で き る こ と が 明 ら か で あ ろ う 。 特 に 、 い か な る 形 状 へ の 曲 げ が 可 能 な 非 記 憶 材 料 が 、 実
行 可 能 な 置 換 材 料 と し て 考 え ら れ る 。 こ れ ら は 、 多 く の 金 属 、 積 層 木 材 、 ソ リ ッ ド 木 材 お
よ び （ 熱 可 塑 性 お よ び 熱 硬 化 性 ） プ ラ ス チ ッ ク を 含 む 。 し か し な が ら 、 圧 縮 木 材 、 ソ リ ッ
ド 木 材 お よ び 熱 可 塑 性 プ ラ ス チ ッ ク あ る い は 積 層 材 料 、 特 に 積 層 木 材 の よ う な 実 質 的 に 均
質 な 材 料 を 用 い る こ と が 最 良 の 結 果 を も た ら す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 さ ら に 、 第 １ お よ び 第 ２ の 組 の 実 施 例 を 組 み 合 わ せ て 構 成 す る こ と が で き る 。 複 数 の リ
ボ ン を 付 加 構 成 を 形 成 す べ く 種 々 の 方 法 で 組 み 合 わ せ る こ と が で き る 。 図 １ ２ は 、 ２ 列 す
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な わ ち 積 み 重 ね 形 態 を 示 し 、 第 ２ の リ ボ ン が そ の 底 点 を 第 １ の リ ボ ン の 頂 点 に 接 触 さ せ て
お り （ オ フ セ ッ ト の 積 み 重 ね ） 、 こ れ に 代 え て 、 第 ２ の リ ボ ン に 入 れ 子 式 （ 整 合 し た 積 み
重 ね ） に 積 層 さ れ た 第 １ の リ ボ ン を 含 む 積 層 リ ボ ン を 有 す る 形 態 （ 図 示 せ ず ） と す る こ と
が で き る 。 さ ら に 他 の 組 み 合 わ せ は 、 セ グ メ ン ト 構 成 を 含 む こ と が で き 、 す な わ ち 、 ほ ぼ
正 弦 波 の 形 態 の 一 つ を 例 え ば 図 １ １ に 示 す よ う な 他 の 幾 何 学 的 形 態 に よ っ て 遮 断 す る こ と
が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 第 １ の 組 の 実 施 例 の 立 面 図 で あ り 、 正 弦 波 曲 線 の 波 長 「 λ 」 お よ び 振 幅 は 相 対 的
に 変 化 し な い 。
【 図 ２ 】 図 １ の 実 施 例 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ の 組 の 実 施 例 の 正 面 図 で あ り 、 波 長 「 λ 」 は 相 対 的 に 変 化 し な い が 、 振 幅 が
変 化 す る 。
【 図 ４ 】 第 １ の 組 の 実 施 例 の 正 面 図 で あ り 、 波 長 「 λ 」 は 変 化 す る が 振 幅 は 相 対 的 に 変 化
し な い 。
【 図 ５ 】 第 １ の 組 の 平 面 図 で あ り 、 リ ボ ン は 、 環 状 す な わ ち 星 の パ タ ー ン を 形 成 す べ く そ
の 両 端 が 相 互 に 接 す る 。
【 図 ６ 】 第 １ の 組 の 正 面 図 で あ り 、 一 対 の フ ラ ン ジ が ア ー チ を 構 成 す べ く そ れ ぞ れ リ ボ ン
の 頂 点 お よ び 底 点 に 貼 ら れ て い る 。
【 図 ７ 】 第 １ の 組 の 実 施 例 の 正 面 図 で あ り 、 各 頂 点 に 接 線 方 向 に 接 続 さ れ た フ ラ ン ジ は 凸
面 状 で あ り 、 各 底 点 に 接 線 方 向 に 接 続 さ れ た フ ラ ン ジ は 平 面 状 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 １ の 組 の 実 施 例 の 正 面 図 で あ り 、 各 頂 点 に 接 線 方 向 に 接 続 さ れ た フ ラ ン ジ は 凹
面 状 で あ り 、 各 底 点 に 接 線 方 向 に 接 続 さ れ た フ ラ ン ジ は 平 面 状 で あ る 。
【 図 ９ 】 第 １ の 組 の 実 施 例 の 正 面 図 で あ り 、 各 頂 点 に 接 線 方 向 に 接 続 さ れ た フ ラ ン ジ は 凸
面 状 で あ り 、 各 底 点 に 接 線 方 向 に 接 続 さ れ た フ ラ ン ジ は 凹 面 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 第 １ の 組 の 実 施 例 の 正 面 図 で あ り 、 各 頂 点 に 接 線 方 向 に 接 続 さ れ た フ ラ ン ジ は
凹 面 で あ り 、 各 底 点 に 接 線 方 向 に 接 続 さ れ た フ ラ ン ジ は 凸 面 で あ る 。
【 図 １ １ 】 第 １ の 組 の 実 施 例 の 正 面 図 で あ り 、 リ ボ ン の 一 部 が フ ラ ン ジ に 接 す る 。
【 図 １ ２ 】 第 ３ の 組 の 実 施 例 の 正 面 図 で あ り 、 ２ つ の リ ボ ン が そ の 一 方 の 頂 点 を 他 方 の 底
点 に 整 合 さ せ て 積 層 さ れ て い る 。
【 図 １ ３ 】 リ ボ ン を フ ラ ン ジ に 固 定 す る に 好 ま し い 形 態 す な わ ち フ ラ ン ジ に 凹 所 を 用 い た
形 態 の 詳 細 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 第 １ の 組 の 実 施 例 の 第 １ の 変 形 例 の 斜 視 図 で あ り 、 互 い に 対 向 す る 一 対 の フ ラ
ン ジ が リ ボ ン の 横 側 面 に 固 定 さ れ て い る 。
【 図 １ ５ 】 第 ２ の 組 の 実 施 例 の 斜 視 図 で あ り 、 リ ボ ン に そ の 長 手 方 向 の ね じ れ が 与 え ら れ
て い る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ２ ０ 、 ２ ０ ′ 、 １ ２ ０ 　 リ ボ ン
　 ２ ２ 　 本 体 部 分
　 ２ ４ 、 ２ ６ 　 端
　 ２ ８ 　 長 手 方 向 軸 線
　 ３ ４ ａ 、 ３ ４ ｂ 　 横 側 面
　 ３ ０ 、 ３ ２ 　 主 面
　 ４ ０ ａ 、 ４ ０ ｂ 　 フ ラ ン ジ
　 ４ ２ 　 凹 所
　 Ｐ ｎ 　 頂 点
　 Ｔ ｎ 　 底 点
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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